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心
肺
蘇
生
と
い
え
ば
医
療
行
為
の
中

で
も
壮
絶
な
場
面
で
あ
り
、
高
度
な
技

術
を
必
要
と
し
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え

る
で
し
ょ
う
。
カ
ウ
ン
タ
ー
シ
ョ
ッ
ク
、

気
管
挿
管
、
普
段
は
使
用
し
な
い
強
力

な
薬
剤
な
ど
医
師
で
も
怖
い
と
思
え
る

よ
う
な
も
の
ば
か
り
で
す
。
本
当
に
そ

う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
働
い
た
こ
と

が
あ
る
医
師
や
看
護
師
な
ら
経
験
が
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
救
急
車
で

病
院
に
運
ば
れ
て
き
て
か
ら
心
肺
蘇
生

を
開
始
し
た
場
合
、
心
拍
再
開
は
可
能

で
も
脳
の
ダ
メ
ー
ジ
が
強
く
殆
ど
患
者

さ
ん
が
数
日
以
内
に
亡
く
な
り
ま
す
。

脳
は
心
臓
が
停
止
し
て
か
ら
数
分
で
不

可
逆
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
被
り
ま
す
。
例

え
ば
家
や
街
中
で
あ
な
た
の
傍
に
い
る

人
が
意
識
を
失
っ
て
倒
れ
ま
し
た
。
あ

な
た
は
驚
き
、
動
転
し
ま
す
。
そ
れ
で

も
と
り
あ
え
ず
救
急
車
を
呼
び
ま
す
。

救
急
車
の
到
着
ま
で
約
５
分
か
か
り
ま

す
。
そ
の
間
あ
な
た
が
何
も
し
な
け
れ

ば
そ
の
時
点
で
す
で
に
重
篤
な
脳
障
害

が
完
成
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
つ
ま
り

患
者
さ
ん
が
意
識
を
失
っ
た
時
点
で
傍

に
い
る
人

(

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー)

が
心

肺
蘇
生
の
知
識
と
技
術
を
知
っ
て
い
れ

ば
動
転
せ
ず
冷
静
に
行
動
が
で
き
、
脳

障
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
の
で
す
。
現
在
救
急
医
療
の
考
え

方
と
し
て
地
域
全
体
が
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
一
般
市
民
へ
の
啓
蒙
活
動
こ
そ
救

命
に
最
も
役
立
つ
こ
と
が
わ
か
っ
た
の

で
す
。
そ
こ
で
一
部
の
医
療
関
係
者
の

み
が
可
能
で
あ
っ
た
心
肺
蘇
生
の
技
術

を
一
般
に
普
及
す
べ
く
欧
米
で
議
論
を

重
ね
、
２
０
０
０
年
に
国
際
標
準
の
も

の
と
し
て
で
き
あ
が
っ
た
い
わ
ゆ
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
が�

�
���

�
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(

Ｂ
Ｌ
Ｓ)

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

こ
れ
は
実
は
非
常
に
簡
単
な
も
の
で
欧

米
で
は
医
師
の
み
な
ら
ず
一
般
市
民
に

ま
で
広
く
普
及
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

日
本
で
は
医
師
の
間
で
す
ら
殆
ど
普
及

し
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
平
成
16
年
４
月
よ
り
ま
ず
院

内
で
普
及
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
そ
し

て
第
１
回
の
Ｂ
Ｌ
Ｓ
講
習
を
一
般
市
民

向
け
に
市
民
公
開
講
座
の
場
を
借
り
て

行
な
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
質
な
ど
の
問

題
や
様
々
な
制
限
も
あ
り
難
し
い
部
分

も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
こ
の
活
動
を

通
じ
て
地
域
医
療
に
貢
献
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

『『ああななたたににももででききるる！！心心肺肺蘇蘇生生』』
藤沢湘南台病院 麻酔科部長

宮 下 徹 也
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この春から国会の議決により､ ｢認知症｣ という用語を使用することになりました｡ ｢痴呆｣ と

いう用語には､ 愚かなこと､ あほうといった侮蔑的な意味が含まれていて､ 高齢者に対する尊厳

やいたわりを欠く表現であると言われてきました｡

認知症という呼び方のほうが､ より的確に状態を表現していると思います｡ というのは､ 認知

症の本質は物事をわかることの能力の低下､ すなわち認知能力の障害だからです｡ そして､ 認知

や記憶の障害があることによって､ いろいろな症状が出てくるわけです｡

認知症の症状には性格やそのかたの生活歴がにじみでています｡

心配性のかたは､ 夜物音がしたりカーテンがゆれたりしても､ どろぼうがいるのではないかと

心配します｡ 食糧難の時代を生き抜いて来たかたは､ まだご飯を食べていないと言われたりしま

す｡ そのひとなりの症状が現れます｡ これらの症状は認知や記憶の能力の低下が原因で､ そのか

たの性格と生活歴が背景となって出た反応性の症状です｡ また､ 高齢者は目､ 耳などの機能が低

下しています｡ 周囲の様子がわからず不安感をもって暮らしています｡ 不安を軽減するように対

応をすることや､ 妄想や興奮を内服薬で少しおさえることにより､ 介護負担を軽くすることがで

きます｡

入院して認知症が進んだと言われることがあります｡ トイレや病室がわからなくなったり､ 治

療中なのに夜中に家へ帰ると言い張ったりして､ 入院したら認知症が進んだという印象を受ける

ことがあります｡ 実は自宅にいたころから認知症はあり､ 住み慣れた環境にいて問題となる症状

が現れなかったのです｡ 入院による環境の変化や治療に対する不安が原因となって､ このような

症状をひきおこしたのだと思います｡ 入院中は不安を減らすように対応することが大切です｡ そ

のようなかたは､ 治療がすみ退院して自宅に戻ると以前の生活に戻ります｡

先日､ 親の ｢ぼけ｣ に気づいたら (斎藤正彦著､ 文春新書) という本を読みました｡ 認知症の

かたの経過を物語風に示しながら､ 認知症状のあるかたとどう付き合っていけばよいか考える手

がかりを与えてくれます｡

認知症をその本質と症状とに分けて考えてみると理解しやすいと思います｡ また認知症のかた

は不安をもって生活されていることを理解して対応をすることが大切だと思います｡
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介護老人保健施設 藤沢ケアセンター 医師 分 部 敏

研 修 医 木 村 真由美

一年前､ 国家試験に合格し研修医として藤沢湘南台病院にきてあっという間に一年が過ぎまし

た｡ 私は横浜市大の襷掛け方式で､ 一年目が協力病院､ 二年目が大学病院というプログラムで今

年はここ藤沢湘南台病院に研修で来ました｡ 当院での研修医は私たちが初めてで､ 研修開始当初

は私たちはどう動いていいのか分からず､ 病院スタッフは私たちをどう扱っていいのかわからず

でしたが､ 今では病院内に研修医がいることが当たり前になり､ 研修内容も充実してきました｡

この一年で大学病院の研修では到底得られないほど､ 多くの患者様やその家族の方と接する機

会を通し､ 患者様とのやりとりの中で多くのことを学びました｡ この経験は医師としての礎となっ

ていくものだと思っています｡

この一年で得た経験を生かし４月からはまた病院を変え研修に勤しむ所存です｡

２年の研修を終え､ 立派な医師になり､ またいつか藤沢湘南台病院に勤務する機会があった時

にはこの一年の恩返しができたらと思っています｡ 一年間ありがとうございました｡
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当院ではご意見箱にいただいた皆様の声を医療サービス委員会にて検討し､ 業務改善の参考とさせ
ていただいております｡ 昨年４月の委員会発足後､ 皆様からお寄せいただいたご意見・投書の件数は
���件以上､ 内容別に集計した結果が下のグラフです｡
最も多かったのが医師､ 看護師､ 事

務職員等の接遇､ 職務態度に対するご
意見で����％でした｡ 患者様と良いコ
ミュニケーションを図る事が良い病院
への第一歩であると､ 全職員肝に銘じ
て職務にあたります｡
次いで施設・設備に関するご要望が

����％でした｡ 障害者用駐車場の増設､
外来トイレの石鹸､ ハンドドライヤー
の設置､ 自転車置場の整備､ 入り口の
段差の改修等､ 投書をきっかけに整備
した案件は少なくありません｡
外来の運営や環境に関するご要望も

����％と高い割合を占めています｡ 診察の待ち時間に関して､ また､ 外来表示ディスプレイの運用に
ついてのご意見を数多くいただきました｡ 当院の機能を最大限に発揮するには､ 外来はどのような体
制が良いか､ 現在当院でも模索しています｡
主にご入院中の患者様からいただいた､ 病棟運営や療養環境に関するご意見が����％でした｡ 内容

としては ｢隣室のテレビ・ラジオの音がうるさい｣ ｢面会時間が守られていない｣ 等入院患者様のプ
ライバシーやマナーに関する事が多くなっています｡ 入院中のマナーについて､ 患者様には入院オリ
エンテーションの際にご協力をお願いしております｡ また､ 面会の皆様に対しては注意事項として掲
示しました｡ 患者様が､ なるべく安心して療養できる環境を保持するために､ スタッフも努力してま
いります｡
お褒めの言葉もたくさん頂戴いたしました｡ 職員一同大変励みになります｡ ありがとうございまし

た｡
全体を通じて､ 至らない部分へのお叱りの言葉よりも､ 具体的かつ建設的なご意見が数多く寄せら

れており､ 大変ありがたく思います｡ 今すぐ対応できない場合も多いのですが､ 皆様の声をしっかり
と受け止めて､ 皆様にご満足いただける病院をめざしてまいります｡

【医療サービス委員会】
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日 時 平成17年７月23日 (土)
場 所 長後市民センター
開 場 13：30～ 開 演 14：00～
講 師 藤沢湘南台病院

回復期リハビリテーション担当医師 � � � �

回復期リハビリテーション師長 � � ��	

リハビリテーション科 
 � � 	

ソーシャルワーカー 
�� � �

※駐車場が狭いので､ お車でのご来場はご遠慮ください｡

●

第19回
藤沢湘南台病院

市民公開講座

●
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藤沢湘南
台病院発

長後駅
西口着 蓮光寺着 綾南会館前着

綾南会
館前発 蓮光寺発 長後駅西口発

藤沢湘南
台病院着
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藤沢湘南
台病院発

児童公
園前着

いちょう
団 地 着

集会場
前 着

集会場
前 発

いちょう
団 地 発

児童公
園前発

藤沢湘南
台病院着
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受付時間
■月曜日～金曜日 午前 8:30～11:00 (診療開始 9:00)

午後 12:00～ 3:00 (診療開始 1:30)
■土曜日 午前 8:30～12:00 (診療開始 9:00)
＊土曜日午後､ 日曜､ 祭日､ 年末年始は休診です｡

※整形外科の一般受付は午前中のみとなっておりますのでご注意ください｡
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編 集 後 記

※糖尿病外来は予約制の専門外来となっております｡ 受診ご希望の患者様は､ 初めに一般内科を受診して医師にご相談ください｡

※４月より形成外科は診察曜日と診察室が変更になっておりますのでご注意ください｡

	
��

���
����

�
� lm lm lm Dn Dn

�
�

�
�

op%� 	X
<!
qr

st]^
	X

st]^
<!

u	
st]^
	X

Vvw'� <! st]^ st]^ st]^

xyz{

|}~�%&
C�)�]^
d�hF�;

���%& ��t
cdef�f�hijk

�
�

op%� qr (� GHIJ qr (�

���%� qr qr

� � � � � � � � 	 
 � � 
 �
(藤沢市役所から送られる葉書 ｢健康診査受診票｣ がないと

受けることができません｡)

実施期間と対象者；藤沢市にお住まいの国保または社保被扶養者
前期；5月10日～ 7月30日 60歳以上 (昭和21年３月以前に生まれた方)
後期；9月10日～10月31日 40歳～59歳

(昭和21年4月～昭和41年３月31日までに生まれた方)

昨年､ 当院で受診された方は当院から送られ
る問診票 (前期４／27より､ 後期９／１より順
次発送予定) などに同封された申込ハガキに必
要事項を記入して郵送にてお申込み下さい｡
初めての方や一昨年以前までの受診者の方は､
お電話または２号館 (旧館) 一階の健康管理セ
ンター受付でご予約下さい｡ ５月６日より受付
開始｡ 月～金の13：00～16：00
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